
開 催 日 時 ～

自治協議会名

班 長 桃井　弘子

参 加 人 数 15

　伊賀市議会議長　様

２ 班

　横断歩道は塗り直し未済。通学時間に丸之内交番からパトカー派遣あり助かっている。

班長 桃井　弘子

・信号ない横断歩道での停車のさらなる啓発と停止ライン塗装し直しを。

・他地区の人材を雇って、自治協と連携した生涯学習推進がほんとうにできるのか。

令和３年１０月２２日

　上記のとおり、地域意見交換会の概要について報告いたします。

　　　 令和３年度地域意見交換会

＜公民館の新体制＞

・「生涯学習支援員」は全市一斉に導入で機能するのか。期待と不安がある。

・久米町福徳神社前が抜け道になっている。道路上に「止まれ」は書いてくれたが

　⇒自治協で地図上に問題箇所を落とし込んでもらい、執行部へ情報共有する

＜下水道／浄化槽＞

・空き家や高齢者のみの世帯が増えるなか、各戸負担での実現は困難。

・敷地内に浄化槽を埋めるスペースがなく、実施したくてもできないケースあり。

・名張市（長瀬地区等）で市が個人の土地に合併浄化槽を設置している例があると聞く。

・陽光台自治会所有の浄化槽を市に移管したく、要望しているが回答がない。

　⇒　名張市の事例、陽光台移管要望の現状について調査

＜通学路の交通安全＞

（公共下水道から個別合併処理浄化槽への転換に関する市見解を説明）

・大雨時、西出団地内排水路を水が上がってきて、しろなみ保育園付近まで浸水経験あり。

出 席 議 員
桃井　弘子、田中　覚、釜井　敏行、森中　秀哲

記録・報告者 森中　秀哲

名

【主な意見・提言等】

＜洪水対策＞

・大内大橋より上流の守田町～四十九町本郷の木津川の土手が低い。あるいは堤防が

　ない部分がある。大雨になると田が遊水地のようになる。

・大内大橋より下流の木津川の水位が上がると内水が排水できない。田が浸水する。

（川上ダムの治水効果・利水計画および伊賀市の負担金に関する市見解を説明）

報　　告　　書
令和３年１０月２１日(木) １９時００分 ２０時４０分

　久米住民自治協議会 開 催 場 所 久米地区市民センター


